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研究概要
教授三宅洋一
三宅は，センター生体構報計測解析部門の専任教授であるが，工学部晴報画像工学科，大学
院自然科学研究科博士前期課程知能情報工学専攻，博士後期課程情報科学専攻にも所麗して
いる研究室は，津村徳道准教授，中口俊哉助教，香取由美子秘書，外村朱美秘書と博士後期
課程(7名)，前期課程(14名)，学部卒業研究生(10名)，外国入研究者(1名，フランス)で 37
名で構成されている(平成 18年 1fi.I10日現在).工学系研究室では本学でも最大規模である.
研究室では，このような大所帯のスタッフが画像靖報の計測，処理，評価，屋工学への応、用など
に関して活発に研究を推進している
医工学に関連する研究は，科学研究費(基盤A)r需角分光檀報とVRの融合による穿剥トレーニ
ングシステム開発， (平成 16年度一平成 18年度)Jfこ基づき，医療トレーニングシステム開発と
腹控鏡手錆診断支援システム開発を行っている 平成 17年震に鎖骨下中心動脈穿頼，腰椎穿R
刺トレーニングシステムのプロトタイプを完成させ，医学部耐震購読生涯医療研修センター〈因遺
政裕センター長)で使用中である.
平或 18年度には， 6軸自由度を持つハフティックデバイスを用いた切開シミュレーター開発，彊
嚢摘出を邑的とした腹控鏡手街トレーニングシステム開発，腹部への投影を用いた内視鏡手僑
支援システム開発を行った.また，医学部耐震病院整形外科教室と連携し上腕骨欠損部位の自
動抽出などの研究も推進した 分光悟報を用いる色彩情報の定量化技街を応用した皮膚粘模のz
解析，電子化粧システム開発の研究も推進している
一方，千葉県健康推進フロジェクトの一環として PDPやしCDなどの大型 FDP観賞時の生理的
疲労の測定も推進している.本フロジェクトでは，樹機能計;!tI解析部門の下出教授と連携し，函 
2に示されるように 65インチ大型 LCD観賞前後の眼球運動，血圧，脈拍，童心動揺などを計測
し加齢と疲労との関係を明らかにすることを巨的としている.また，医壕用各種表示システムの
画像解析評価，デジタルアーカイブ，人体立体表示のための高糧縮 3次元冨像記録再現などの
研究も推進した.さらに，昨年三宅らの長年の基礎研究に基づいてフジノン株式会社との共同研
究iこより分光内視鏡を開発し市販された.本内視鏡については， CFME副センター長，開属病読
光学医療診療部長・神津罷雄教授を中心として内外の病読で、臨床試験が行われている. 
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研究概要:
准教授高橋応明
研究テーマ
電磁波(マイクロ波)の医療応、用 
. 人体と電磁波の梧互影響評酒 
• MRI用 RFコイルにおける SAR評{面
研究概要
電磁波〈マイクロ波)の医療応用 
(1)マイクロ波組織内加温法
電磁波エネルギーが人体に吸収されることにより生じる温度上昇を成人病治壌に応
用する研究が行われている.これらは，ハイパサーミア〈がんの温熱療法)，マイクロ波
凝匡療法(マイクロ波によるがんの加熱凝固療法)，カテーテルアプレーション(不整脈
の治療に前立腺把大症の治療などである=ハイパサーミアは，がん紐砲を約 42-
450 Cに加温することにより，がん紹抱の生存率を急激に低下させる治察法である.その
一形態である組織内加温ハイパサーミアは，微細径アンテナを患部に刺入して，がん組
砲のみを居所的に加温する手法であり，低い震襲性はあるものの最も確実に腫蕩のみ
の温度を上昇させることが可能な加温法である.このため治療成績向上の点で大いに
期待される加温法である.本部門では，この組織内加温ハイパサーミア用微細径アンテ
ナの開発を進めてきた.このアンテナの一歩~ (試作品〉を国 1に示す 本アンテナは，直E
径 1mm程度の再軸セミリジッドケーブルの外導体の一部をリング状に取り除くことによ
りスロットを形成し，これをアンテナ先端付近に配置したものである.このスロットの位置，
置数等を変えることにより，アンテナ周辺の加温分布を変化させることが可能である.ま
た，生体組織のアンテナへの付着を防ぐため，アンテナをテフロン製力テーテルに挿入
して使用することが前提である.なお給電居波数iま， 2，450MHzである.
これまでに，このアンテナの構造パラメータを最適化することにより，アンテナ先端部
分のみで生体組織を加温可能であることをコンビュータシミュレーションと生体等価ファ
ントム(擬似生体)を用いた実験の両面から確認し，この特性を改良したアンテナを用い
て，臨床応用を行った.函 2は，その治療思景である.患者は，頚部右側に直径約 3cm
の腫癌があり，これを囲むように 4本のアンテナを配置し，また，彊蕩部分居辺iこ温度
計プローブを設けて，確実な加温を自指した‘治療中は，患部潤辺に数本の温度観澱
用プローブ〈光ファイパ温度計プローブ)を配置し特に彊蕩の境界都が治療温度以上
に加温されるよう注意を払った.図 3は，患部周辺の温度計プローブの位置関係とそ
の観測結果を示したものである.これらの結果より，この治療の際に腫蕩境界(温度計
プローブ(2))部分法，確実に治療温度以上に加温されたことが確認できる.函 4は，治
療前後の患部 X線cτ像である.本治療により，撞霧細語が壊死している様子が観察で
きる.
今後iま，組織内加温用アンテナに装着する力子ーテんと高線量率小線源治療法(組
織内照射療法〉に用いるカテーテルを併用する(組織内加温の後にアンテナのみを力テ
ーテんから抜去して，次に，この力テーテルに微小放射線源を挿入する)ことにより高者
の間詩併用について検討を行う予定である. 
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図 3 治療中の患部居辺の温度推移
治療前 治療後
図 4 患部の X線 cτ 画像 
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20 
さらに，外科的手術が難しく，また，悪性度の高い脳内腫蕩のマイクロ波組織内加温
法について基礎的検討を行った.脳内聾霧の加温では，患部層辺の正確な温度コント
ローんが必要であることから，人体を詳細に模擬した数量人体モデルを用いてマイクロ
波組織内加温iこ関する数檀シミュレーションを行った.図 5はその一例であり，米国ブル
ックス空軍研究所で開発された 3次元数値人体モデんの頭部に擬似的な腫蕩領域を設
けて，間軸スロットアンテナによるマイクロ波組織内加温を葱定した数量解析結果であ
る.腫蕩領域が治療温度以上に加;宣されることが観浪IJできる. 
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函 5 脳内腫蕩のマイクロ波組識内加温 
(2)マイクロ波控内加温法 
食道，直揚，子宮などの管控臓器に発生した腫蕩の治療には，控内加温法が有効で
ある，そこで，内視鏡〈処置用)と併用する腔丙加温用問軸スロットアンテナの開発を行
った.このアンテナを用いた治療形態を函 6に示す.ここで治療対象は渥管部に発生
した彊霧であり，内視鎮に装{嘉されている錯子口を通してフレキシブルな開軸スロットア
ンテナをファーター乳頭部より患部に導入しマイクロ波加温を行う.この場合のアンテ
ナ先端部付近における温度分布解析を行った.図 7fま，前述の 3次元数量人体モデル
の腹部より胆管およびその眉辺の臓器を取り出し作製した数量解析モデルである.この
モデんでは盟管の扇囲に胃・小腸・門脈鍾下大静脈などの臓器が位置している(函 7で
は胆管のみを撞いた). 
図afま，上記のモデルを用いたアンテナ周辺の温度分布計算結果の一例である.ここ
で，同軸スロットアンテナは，スロット数が 1であり，その位置はアンテナ先端部から 10 
mmである.また，アンテナへの入力電力は，アンテナ給電蔀で 20.0Wであり，アンテ
ナ近寄の過加熱を訪ぐために， 2 sごとに給電のオンオフを行った.加温詩聞は 600s 
である.図 8より， X方向:約 15mm y方向:約 15mm Z方向:約 30mmの範屈で
治療温度である 420C以上に加温可能で
，
あることがわかる.
， 
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人体と電磁波の相互影響評恒
携害竃話などの人体極近傍での使用を前提とした携帯無線通信機器の普及に伴い，
そこから発生する電磁波と人体との栢互影響を定量的かつ客観的に評面する惑要性が
高まってきている.ここで梧互影響とは，人体近傍での捜黒によって人体が場害逼電機
器の性能に及ぼす影響と機器かも発生する電磁波が人体に及ぼす影響の双方を指す.
特に電磁波が人体に及iます影響に関しては，援帯電話等に使用されるマイクロ波帯に
おいては，機器から発生する電磁波の生体への吸収による熱的作用が支配的であると
されており，その指標として SAR (specific aむsorptionrate)が国際的に用いられてい
る z これまで本部門では，携帯電話機使用時の相互影響評値を中心に検討を行ってき
た.それらの評価には，“コンビュータシミュレーション'と“生体等酒ファントムを用いた実
験nの双方を用いた.
さらに，主に海外で，妊娠中の婦人警官が業務肩無線通信機を使用することによる，
胎児に対する電磁波曝露量評置も行っている.実際の妊娠女性の腹部形状は，函 7 fこ
示す MRI菌橡のように複雑な形状であるため，従来は基礎検討として図 8に示すよう 
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な簡易形状モデルを用いてコンピュータシミュレーションと実験において評価してきた.
今田は，他の臓器を含めたより正確な記置・形状を模援した複部モデルの開発を行った，
妊娠 7ヶ月の女性腹部 MRI画像を基iこ，胎児や羊71<，詣盤，胎児の眼球部における組
識の同定を行い，数値モデルを作製した.国 9に開発した胎児モデル，函 10に妊娠女
性モデんを示す.今後は開発した妊娠女性モデんを基に，様々な電磁波曝露の評留を
行う予定である.
函 7 妊娠女性の MRI画像の例 図 8 妊娠女性を摸摸した実験
用ファントム(xy断面)
図 9 開発した蛤克モデル (a)羊水(む)拾見 
図 10 妊娠女性モデル (a)Mid-coronal (b) 
Mid-sagittal (c) Surface 
M RI用RFコイJしにおけるSARa辛価
MRI (Magnetic Resonance Imaging:核磁気共鳴酉像法〉は，強い静磁界中にお
かれた生体にパルス状磁界を照射することによって生じる NMR(Nuclear Magnetic 
Resonance:核惑気共鳴)信号を受信し生体内部を画像化する方法である.本システ
ムは，様々な要素技術の上に成り立っており，その一つに RFコイんがある この RFコE
イルは，“生体にパルス状磁界を照射し NMR信号を生じさせる"，“生体が発する NMR
信号を受信する"という 2つの役割をもっアンテナとしてはたらく.
画像の高画質化を目的として静磁場強度を大きくすることに伴い，励起パんスの基本 
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周波数は高くする必要がある.また，撮イ象時間の短縮のためにiま，被験体〈生体〉に照
射する電磁波パルスを強くすることが必要である.しかしながら，この場合には，電磁波
の人体への作用も大きくなることが考えられる.そこで本研究では，被験体〈人体〉が吸
収する電磁波エネルギー量である SARについて数値計算と生体等価電磁ファントムを
用いた実験の両面から評価を行った.なお解析対象の RFコイルとして，比較的構造が
簡単なサーフェイスコイルを採用した.図 11lま，解析結果のーイ罪である，
給電操路 
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図什サーフェイスコイルの SAR分布解析例 
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3河村尚登，三宅洋一:カラーマネージメント技術概論，画像電子学会誌， 35(4)353-361(2006) 
4.三宅洋一他:偏角分光画像と cτE像の合或融合による穿刺トレーニングシステム開発， 
Innervision，P.47 (2006，7) 
5.三宅洋一，中 JI慎司，津村徳道:高精細カラ一面橡の画質評価誓月間ディスプレイ， 2006年 
11月号，PP'7-15 
6.三宅洋一:メディア融合時代の色再現， OplusE，28(11)1118-1123(2006) 
7.三宅洋一，中JlI慎胃:fiID像電子年報，色再現 カラーマネージメント，画像電子学会誌a
35(6)756-757(2006) 
8.石原大轄，石井融，津村徳道，中口俊哉，三宅洋一:高ダイナミックレンジ冨像に対する実詩
間色 JI頂応延1f，DIC Technical Review 2006 
9.津村徳道，中口後最，宮田公{主三宅洋一:ディジタルミュージアムのための質感再現，
光学， 35(4)ー217-223(2006) 
10.三宅洋一，中Jlt真司:色を作る，日本画像学会誌， 46(1)33-38(2007) 
11.三宅洋一:いま大学の現場では，映像情報メディア学会誌， 61 (3)1 (2007) 
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講演 a招待講演 
1. Keynote address Y.MIYAKE: Multis戸ectralimaging-present and promise-，IDW06 (Otsu， 
2006.12) 
2. Invited talks Y.MIYAKE: Image Evaluation Based 0れ theHuman Visual Characteristics， 
Joint Conference of Color ImagingむetweenFinland and Korea (Tegue，2006.11) 
3. Invited τalk Y.MIYAKE: Color畏eproduction-Past， Presnt aηd Future-， Color 
Association of τaiwan(Taipei，2006.4) 
4. 招待講演，三宅洋一:医工学研究一千葉大学の挑戦一 (B本写真学会年次大会.2006.5， 
千葉〉 
5.招待講演，三宅洋一 :X線画像のディスフレイ診断(日本放射線技街学会.2006.6.大阪〉 
6.招待講演，三宅洋一:高精結カラー画像の酉質評値(フラットパネルディスプレイ匡際展示会， 
2006.4.21) 
7.招待講演，三宅洋一:干葉大学における重工学研究，千葉県福祉医療機器研究会(2006.6.27，
千葉) 
8司招待講演，三宅洋一:視覚特性に基づく力ラ一面橡の画質評価，日本印闘技術協会 
(2006.6.23，東京) 
9. Special invited talk， Y.MIYAKE:Color Reproduction of Electric王ndoscopes and 
Dev~lopment of Spectral王ndoscopes，(Japan and Korea Joint Conference of Medical 
Imaging，Jan.25，2007，Korea) 
10. Panel discussion，Y.MIYAKE:lmage Quality Electric Imaging (SPIE and IS&T)(San Jose， 
USA，Jan.30，2007) 
1.招待講演，三宅洋一:色を作る一概論一，日本画像学会年次大会(2006.6.6，東京) 
12. Over View of Image Quality and Evaluation，second International Workshop of 
IMQA(Chiba，March 20，2007) 
国際会議講演 
1. Shinji Nakagawa， Norimichi Tsumura， Toshiya Nakaguchi， Yoichi Miyake: 
Learning Saliency Estimation in the Video 8ased 0丹 theSubjective Ex手eriments， 
The 13th International Display Worksho手s(IDW06)，Otsu，Japan，Dec，2006 
2. Keita Hirai， Toshiya Nakaguchi， Norimichi Tsumura， Yoichi Miyake: Image 
Quality正valuationand Analysis of LCD and PDP，The 13tれInternationalDis手lay 
Workshops (IDW06)，Otsu，J叩 an，Dec，2006 
3. Toshiya Nalくaguchi，Atsunori Sakama，Satoshi Zenbutsu，Norimichi Tsumura， 
Yoichi Miyake: Dynamic 8and Imaging: Image Enhancement for Endosco予ic 
Diagnosis. The 14th Color Imaging Conference，(CIC14)，Scottsdale，USA，Nov， 
2006. 
4 .Naotaka Obara，Shoji Yamamoto，Mailく0丁suruse，Norimichi Tsumura，Toshiya 
Nakaguchi，Yoichi Miyalくe:Fast 8TF Rendering for Ap予earance-8asedDisplay 
Using Dichromatic Reflection Model，τhe 14th Color Imaging Conference，(CIC14)， 
Scottsdale，USA，Nov，2006. 
5. Ryo Hamano，Norimichi Tsumura，Toshiya Nakaguchi，Yoichi Miyake:Rigid Core 
Particle: Stabilization Technique in Large Time Ste手FluidSimulation， " 
ACM SIGGRAPH 2006，Poster，8oston，U.S.A.，August，2006冨 
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6. Keiichi Ochiai，Norimichiτsumura，Toshiya Nalくaguchi，Kimiyoshi Miyata，Yoichi 
Miyake: Gonio-Spectral-Based Digital Archiving and Reproduction System for an 
Electronic Museum，ACM SIGGRAPH 2006，Poster，Boston，U.S.A.，August，2006. 
7 .Kenji Kamimura，Toshiya Na主aguchi，Norimichi Tsumura，Hideto Motomura 
Yoichi Miyalくe:SuもstitutingCrossed Textons for Super宍esolutionof Video， 
ACM SIGGRAPH 2006，Poster，Boston，U.S.A.，August，2006. 
8. Keita Hirai，Toshiya Nakaguchi，討orimichiTsumura，Yoichi Miyake: Photometric 
HDR Video for Visual Adaptation Models，ACM SIGGRAPH 2006，Poster，Bostonき 
U.S.A.，August，2006. 
9. Toshiya Nakaguchi，Masanori Kawanishi，Norimichiτsumura，Yoichi Miyake: 
0同imizationof camera and iIumination directions on Gonio s手ectralimaging 
methods，The Third European Conference on Colour in Graphics，Imaging，and 
Vision (CGIV'2006)，p手287-290，Leeds，England，June.，2006. 
10. Norimichi Tsumura，RyolくoUsuba，Koichi Takase，Toshiya Nakaguchi， 
Nobutoshi Ojima，Nobutoshi Komeda，Yoichi Miyake: Image-Based COηtrol of Skin 
，"Translucency 
The τhird Euro予eanConference on Colour in Graphics，Imaging，and Vision 
(CGIV'2006)，pp.8-11，Leeds，England，June.，2006. 
11. Jie Bai，IくeitaHirai，Masayuki Ukishima，Shinichi Sano，Toshiya Nakagむchi， 
Norimichi Tsumura，Yoichi Miyake : Considering Temporal Change of Eye 
Movement for Image Quality Evaluation，Proceedings of ICIS，手p.633-636， 
Rochester，USA，May.，2006. 
12. Keita Hirai，Shinichi Sano，Jie Bai，Masayuki Ukishima，Toshiya Nakaguchi， 
Norimichi Tsumura，Yoichi Miya主e:lmageQuality Com手arisonBetween LCD and 
PDP Based on Su詰ijectiveand Objective Evaluation，Proceedings of ICIS， 
pp.444-447，Rochester，USA，May.，2006震 
13. Shinichi Sano，Toshiya Nakaguchi，Norimichi Tsumura，and Yoichi Miyake : 
Measuring mortion blur of displays for the motions on various direction，The Second 
International Workshop on Image Media Quality and its Apゃlications，(IMQA2007)， 
pp.208-211，Chiむa，Japan，March 9，2007. 
14. Shinji Nakagawa，Norimichi Tsumura，Toshiya Nakaguchi，and Yoichi Miyake : 
Measuring the acu己racyof edge tracking by human eye，The Second International 
Workshop on Image Media Quality and its Apゃlications，(IMQA2007)，P手.212-216， 
Chiba，Japan，March 9，2007. 
15. MailくoTsuruse，Shoji Yamamoto，Norimichiτsumura，Toshiya Nakaguchi，and 
Yoichi Miyake : Appearance control of surface reflection by using projection display， 
The Second International Workshop on Image Media Quality and its Applications， 
(IMQA2007)，pp.59-63，Chiba，Japan，March 9，2007. 
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16.TetsuroNaga主ubo，NorimichiTsumura，ToshiyaNakaguchi，andYoichiMiyake: 
PDPMotionBlurReductionMethodusingPseudotime-compressedDriving，The田 
SecondInternationalWorksho予onImageMediaQualityanditsApplications， 

(IMQA2007)，手予.32-36，Chiba，Japan，March9，2007 

国内学会講演
1.中川慎司，津村徳道，中口俊哉，三宅洋一:動富像における重要領域と重要フレーム
の学習型推定法，第 1田イメージメディアクウォリティとその応用ワークショップ(JIQA
2006)，仰.137-140，(2006.9.20，京都〉 
2.浮島正之，中口俊哉，津村徳道，三宅洋一:光学的ドットゲインによるインクジェット画像の
鮮鋭性低下に関する一考察，第 1回イメージメディアクウォリティとその応用ワークショップ 
(JIQA2006)，pp.133-136，(2006.9.20，京都) 
3.松隈ちひろ，中口俊哉，津村徳道，三宅洋一:腹腔鏡下手街トレーニングシステムの開発
一複数点接触を可能とする弾性体変形モデルの提案一，日本 VR医学会第 6@]学術大会， 
p.44，(2006.9.2，大阪) 
4小石毅，牛木卓，岡田義道，中口俊哉，林秀樹，津村徳道，三宅洋一:腹控鏡下手術支援
システムの開発~紺子および腹腔鏡のトラッキングを用いた腹部への画像投影~，
日本 VR医学会第 6国学術大会， p.26，(2006.91，大阪〉聞 
5.111己泰弘，中口俊哉，津村徳道，三宅洋一:切開手技トレーニングのための 6自由度反力
生成モデル，第 25@]日本医用酉像工学会， p.8，(2006.7.21，京都) 
6.JI蝿将吾，中口俊哉，落合信靖，津村徳道，三宅洋一:上腕骨3次元形状の左右間比較に
よる欠損定量化，第 25@]8本塁用酉像工学会， p.8，(2006.7.21，京都) 
7.牛木車，小石毅，中日後最，林秀樹，津村徳道，三宅洋一:腹部への画像投影による腹控
鏡下手術支援システムの構築，第 25匝日本医用酉像工学会， p.7，(2006.7.21，京都) 
8.JlI奇将吾，中日俊哉，渡辺敦也，落合信靖，津村徳道，三宅洋一:軟骨下骨からの血紫成
像診断，信学技報vE分拡散の定量化による早期変形性関節症の 1.o 
pp.1-5，MI2006:-39，(2006.7.7，千葉) 
9.袴田真一，三好大智，中口俊哉，津村徳道，三宅洋一:磁気位置センサを伴った内視鏡に
106，nO.MI-145， 
よる3次元臓器再構成，信学技報v1.o 
千葉)
10.小京真宝，鶴瀬蘇依子，出本昇志，津村徳道，中口俊哉，三宅洋一:投影霊プロジェクタ
を用いた粒状惑再現のための双方向テクスチャ関数の高速描画法， 2006年度呂本写真学会
年次大会，仰4る， (2006.6.2，千葉) 
106，nO.MI-145，pp.13..;18，M12006:-41，(2006.7.7， 
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11.落合桂一，滝口貴裕，津村徳道，中口俊哉，三宅洋一:パターン投影法を用いた物体の三
次元形状と質惑テクスチャの高精度アラインメント， 2006年度目本写真学会年次大会，
pp.6-7， (2006.6.2，千葉)
12.本間隆介，高瀬紘一，津村徳道，中口俊哉，三宅洋一:物体の反射特性計;JlIJにおける動
的シャッタースピード決定法， 2006年度目本写真学会年次大会， pp.8-9， (2006.6.2，千葉)
13.高出洋一，前傍聡樹津村徳道，中口俊哉，三宅洋一:診断支援を目的とした内視鏡 E像
の色補正 2006年度日本写真学会年次大会， pp.78・79，(2006.6.3，千葉)
14.中口俊哉，奥井雅?専津村徳道， Ken Museth，三宅洋一:複数の LevelSetを用いた CT
画像かちの捧臆抽出と術前シミュレーシ三ンシステムへの応用信学技報 PRMU2006-30，
(2006.5.26，愛知)
15.τoshiya Nakaguchi， Masahiro Okui， Norimichi Tsumura， Ken Museth， Yoichi Miyake: 
Segmentation of Pancreas from Cτimages Using Multiple Level Sets for Preoperative 
Simulation System，IEICE Technical Report on Pattern Recognition and Media 
Understanding， PRMU2006-30， (2006.5.26， Aichi) 
16.浮島正之，中口俊哉，福知芳和，津村徳道，梁)11範幸，木)11隆奇，三宅洋一:室用画像出
力システムの訟合的鮮鋭度評価，日本放射線技術学会第 62@]総会学街大会， p.122，
(2006.4.7，神奈川)
17.矢野菜津三、石井融、津村徳道、中口俊哉、三宅洋一:鏡球記売を用いた効率的Light
Field 測定法、第 54回応用物理学関係連合講演会(2007.3.27青山学読大学)p.1070. 
主査をした博士論文 [5名]
飯田幸雄:人眼の PointSpread Functionの再現の為の新しい位指回復アルゴリズム
桔潔 :Im予rovementand Evaluation of Image Quality Based on the Human Visual 
Characteristics 
高瀬鉱ー:Measurement and正stimationfor Inverse Rendering of 3D Object 
山本昇志:投影型複合現実感を利用した賞感再現・制御iこ関する研究 
Oavid R Wyble (畏ochesterInstitute of Technology，USA) :Color Measurement for Device 
Characterization 
社会的貢載
日本写真学会評議員日本色彩学会評議員，日本 VR亘学会評議員，日本法科学技術学会評
議員，警察庁科学警察研究所顧問，埋蔵文化財写真研究会顧問，財毘法人 JI村理化学研究所
評議員，お茶ノ水女子大学理学部講師(非常勤)，千葉集福祉医療機器研究会会長， NPO法人
人間医工学研究会理事長，科学研究費審査委員，グローバルCOE審査委員， ICIS日本代表
委員， Advisory Board Member of Center for Image Science， Rochester Institute of 
Technology(USA)， Editor of Imaging Science Journal(UK)， General Co-chair， Image Quality 
and Performance of Electronic Imaging (SPI正andIS&τ)，Program committee memむerof 
CGIV06，General co-chairs of MCS07(Taipei)，General co-chair of IMQA07(Chiba) 
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外部資金
科学研究費基盤 A:編角分光構報を用いる穿剥トレーニングシステム開発
子葉県健東撞進プロジェクト:大型フラットパネルデ、イスプレイ鑑賞詩の生理的寂労の計測 
NEDO都市エリア産官学推進事業(生活習彊病，眼恵写真解析による動脈硬化の診断，
主査，医学部公衆衛生教室教授羽田明:下山一郎、三宅洋一)
共間研究，委託研究
キヤノン，花王，富士ゼロックス，フジノン，松下電器産業，大E本インキ化学工業，シャープ，コ
ニカミノルタ，ペンタックス
受賞
平成 18年日本写真学会論文糞:山本，中口，津村，三宅:DLPプロジェクタ照明下における
物体の質感制御
薪間報道 
Japan Medicine 2006年 8月 30日 腹控鏡下街の安全を画像技術で支援 
Japan Medicine 2006 年 9 月 20 日韓床現場で役立つ r~工学を提唱 j
医療安全推進者ネットワーク 2006年役員 21B腹腔鏡下手街支援システム開発中(千葉大
学フロンティアメデイカル工学研究開発センター)
日本経済新宮(2006年 8月 17日):纏票作り推進 7事業を選出
晃学者
電子構報通信学会医用画像研究会(平成 18年 7F.I7日) 
E本 VR~学会室療安全研究会(平成 18 年竹F.I 15日〉
文部科学省官房審議官(平成 18年 8月 7B) 
総務省管理宮(平成 18年 8月 30日)
インドネシア大学学長(平成 18年 1月 7日)
千葉県教育委員会(平成 18年 8月初日〉
日経 BP(平或 18年 7月 12日)
リンショッピング大学対外担当菌学長(平成均年 2月 20B) 
Second International Workshop of IMQA参加者(平成 19年 3月 9，10B) 
招謄研究者 
  
B.Vochko: (Lappenranta Univeristy of Technology，Finland(平成 18年 4月から 6月 14日)
 
B.Nouvel: (Franceτelevision) (平成 18年 9月 1日から平成 20年 3月 31日)
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業績
准教授高橋応顎
原著論文 
1. 
 Circularly，“ahashiand K.ltoくM.Tal，oSri SumantyoくJosaphat Tetul，.David Delaune 
，IEICEτrans. Commun.，"polarized rounded-off triangular microstrip line array antenna 
Apr 2006 ，381ぺpp.1372.4，no，E89-BI.vo 
2. 	 菊池梧，斎藤一幸，高橋応明，伊藤公一"向車庫ダイポールアンテナを用いたマイクロ波組織
内加温における担温領域制御一脳腫蕩治療への導入を目指して一"電子情報通信学会論
文誌， vol.J89・B，nO.8習 pp.1486-1492，Aug 2006 
3. 	 K.Saito，S.Kikuchi，M.Takahashi and K.lto，“三stimationof heating performances of a 
IEEE ，"coaxial-slot antenna with endoscope for treatment of bile duct carcinoma 
Aug，pp.3443-3449，nO.8，541.vo，ues号Transactions on Microwave Theory and τechni 
2006 
4. 	 K.Hachisuka，Y.Terauchi，Y.Kishi，K.Sasaki，T.Hirota，H.Hosaka，K.Fujii，M.Takahashi 
and K.lto，“Simplified circuit modeling and fabrication of intrabody communication 
Aug 2006 ，p.322-330，手vol.130-131，Sensorsand Actuators A: Physical，持devices 
5. 	 上坂晃一，高橋応明， "[招待論文]無線 ICタグにおけるアンテナ技術f電子構報通信学会
論文誌 voLJ89-B，nO.9，pp.1548-1557，Sep 2006 
6. 	 金子謙一，田中憲光，高橋応明，研藤公-"簡易管星追尾型アレーアンテナの電子走査持
性f電子靖報通信学会論文誌 vol.J89・B，no.9，pp.1696-1704，Sep 2006 
7. 	 滝本拓也，大西輝夫，斉藤一幸，高靖応明，伊藤公一“UWB通信帯域における広帯域生
体等酒田体ファントムの有効性評価J'電子構報通信学会論文誌， voI.J89-B， nO.9， 
pp.1806・1814，Sep 2006 
8. 	 慶江敦士、斉藤一幸、高橋応明、伊藤公一 “胆管部腫霧の温熱治療に用いる同軸スロ
ットアンテナの加温性能一太い血管の血流iこよる冷却作用の実験的評値 -JZ電子靖報通
信学会論文誌， voI.J89-B，nO.12，pp.2271・2274，Dec 2006 
9. 	 H.Kawai，K.lto，M.Takahashi，K.Saito，T.Ueda，M.Saito，H.lto，H.Osada，Y.Koyanagi 
and K.Ogawa，"Sim手lemodeling of an abdomen of pregnant women and its application 
Dec2006，pp.3401-"3410，nO.12，E89-BI.vo，IEICEτrans. Commun.，"to SAR estimation 
10.田中憲光、保前f果、金子謙一、山本伸一、高橋克、明、伊藤公一“笥易衛星追尾アンテナシ
ステムの実証実験，"電子構報通信学会論文誌 voI.J90-B，no.1，印.106-109，Jan 2007 
11.伊藤公一、高靖応明、斉藤一幸，“[招待論文] UWB害域用人体電磁ファントムの開発とそ
れを用いた人体と無線機器の栢互影響評価"電子靖報通信学会論文誌、 voI.J90-C，no.3， 
pp.208-215，Mar. 2007 
12. T. Tanaka，了 Hozen，M. Takahashi and K. Ito. “Circularly polarized printed antenna 
combining slots and patch." IEICE Trans. Commun.，voI.E90-B，nO.3，pp.116ぺ19，Mar. 
2007 
国際会議 
1. 	 K.Saito，了Amano，M.Takahashi，K.lto and H.lkehira，"Evaluation of the SAR by two 
Abstract Book of the Bioelectromagnetics Society ，"types of RF coils for MRI system 
28th Annual Meeting 2006，PB-18，pp.247-250，Jun 2006 
2. 	 SJくikuchi，K.Saito，M.Takahashi，長.Ito，Y.Aoyagi and H.Horita，“Effectiveness of the 
Abstract Book of ，"erthermiaby use of coaxial-slot antennas担interstitial. microwave hy 
the Bioelectromagnetics Society 28th Annual Meeting 2006，S 14・6，pp.554-557，Jun 
2006 
23 
3. 
 Radiation characteristics of an implanted cavity slot ，“ M.Takahashi and K.lto，i叫H.Us
Digestof2006 IEEEAP-S International Symposium and ，" antenna intothe human body
USNC/U宍SINational畏adioScience Meeting，210.2，pp.1095-1098，Jul2006 
4. T.Tanaka， M.Takahashi and K.lto，“Study on the radiation characteristics of a 
Digest of 2006 IEEE ，" miniaturized circularly polarized circular sector patch antenna
AP-S International Symposium and USNC/URSI National Radio Science Meeting， 
266.1，手p.1561・1564，Ju12006 
5. 	 K.F司i，M.Talくahashiand K.lto， "Study on the electromagnetic field distriむutionsof 
realistic Japanese adult male and female models with a wearable device using the 
EEAP-S International王Digest of 2006 I，" human body as a transmission channel
Symposium and USNC/URSI National Radio Science Meeting，307.7，pp.2121-2124， 
Jul2006 
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